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低コストと高性能を両立した炭素繊維の研究開発

本研究開発の背景とコンセプト

目標と顕著な成果
引張強度
GPa

引張弾性率
GPa

製造コスト
$ /k g

5.828010本研究開発の最終⽬標2 0 3 0年

1.7217211-15.4⽶国で定められた⽬標値

1.72-2.96136-23515.7⾐料⽤PAN系炭素繊維

2.5173-214-溶融紡⽷PAN系炭素繊維

2.020015.2リグニン系炭素繊維

1.7170-本研究中間⽬標①( 2 0 2 2年3⽉)

3.5230-本研究中間⽬標②( 2 0 2 4年3⽉)

4.8240-本研究終了時⽬標

海外

等⽅原料 乱層（⾮晶）炭素
（無配向繊維）

そのまま

炭素化
等⽅性原料由来炭素繊維
弾性率 100GPa以下, 強度1.0GPa以下

π-π積層化 相互作⽤

剛直⾼分⼦
添加

収率up:70%

繊維⻑さ⽅向に
配向した炭素

弾性率240GPa以上, 強度4.0GPa以上の実現

10.0μm

n

事業の最終目標相当の炭素繊維の製造に成功

今後の実用化・事業化に向けて

岐阜大学内に国内公的研究機関として唯一炭素繊維工場を整備し，研究を加速！！
アカデミア → ベンチャー企業を活用した，社会実装体制の構築を目指す！

４大学１国立研究機関の知を結集！！
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